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公益社団法人 岐阜県建築士会  

〒500－8384 岐阜市藪田南 5 丁目 14 番 12 号 

     岐阜県シンクタンク庁舎４階 

〈電話〉（058）215-9361〈FAX〉（058）215-9367 

 

はじめに 

◆一年を振り返って 
女性委員長  岡田 利里 

 

今年度も引き続き女性委員長を務めさせていただき

ます岡田です。 

１年間委員長をしてみると、連合会からのアンケート

の回答やら、予算書の作成、総務委員会や運営委員会

への出席、ブロック会議のための活動報告などなど、思

ったよりも沢山の仕事がありました。これまで委員長を

務めてこられた方々に、感謝の気持ちでいっぱいです。 

2 月の『令和 6 年度ブロック美濃・関大会』は、14 年

ぶりに青年委員会との共催で行いました。135 名の参加

者があり、岐阜県からは 13 名の女性委員がスタッフと

して活躍してくださり、女性委員会の団結力を感じられ

た経験となりました。 

仕事に家庭にとお忙しい中、女性委員会の活動にご

協力いただき、本当にありがとうございます。 

男女共同参画といえども、家事の時間は圧倒的に女

性の方が多いようです。それがいけない事とは思いま

せん。お互いが尊重しあい、年齢、性別にかかわらず違

いを認め合い支えあうというインクルーシブな社会にな

っていけばよいと思っています。家事の比重が得意な方

に偏るのは仕方のない事かもしれません。 

ただ、やはり大変な忙しさがあったであろう中で、建

築の仕事を続けてこられた先輩方のお話しを伺いたい

気持ちがでてきました。 

今年度の活動の一つとして、岐阜県の女性委員会を

立ち上げられた当初の、先輩方と交流する機会を作れ

たらと思っております。 

2028 年度で 40 周年を迎えることもあり、女性委員会

のありかたなど、改めて考える機会に出来ればと思いま

す。 

１年間、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

今回の記事 

◇ はじめに 

 

◇ 今回の記事 

 

◇ 今後の予定・お知らせ 

 

◇ 第６６回建築士会全国大会「鹿児島大会」 
日 時：令和６年１０月２５日（金） 
会 場：メイン会場：宝山ホール 
               （鹿児島市山下町 5-3） 

         サブ会場：鹿児島市中央公民館 
（鹿児島市山下量 5-9） 

         セッション会場：カクイックス交流サンター 
（かごしま県民交流センター） 

                （鹿児島市山下町 14-50） 
          大交流会：かんまちあ 

（鹿児島市浜町 2-20） 
 

テーマ：もえよ！建築維新 
～たぎる地で築くみらい～ 

参加者：岐阜県女性委員会から４名 
 

◇ 第８回たくみ女子会 
日 時：令和６年 12 月 21 日（土） 14:00〜16:30 
場 所：ハートフルスクエアーG 大研修室 

         （岐阜市橋本町１丁目 10 番地 23） 
参加者：女子学生等 １７名（申込２１名） 

         女性アドバイザー１４名（内女性委員会６名） 
         岐阜県畳組合 ８名 
         たくみアカデミー関係者 ３名 
         岐阜県建築士会関係者 １名 
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         岐阜県 ぎふ担い手育成支援センター１名 
        学校の引率先生 ３名 
        TV 関係者 数名 
 

◇ 建築士会 東海北陸ブロック会女性建築士協議会 
  令和６年度ブロック美濃・関大会 
     ＊ 青年建築士協議会と共催 

日 時：令和７年２月１５日（土）～１６日（日） 
参加者：青年委員会 ９１名 

          女性委員会 ３４名 
（内岐阜県女性委員会１３名） 

          来賓者等  １０名 
 
◇ 今第２３回 気楽にらくだ会 ＆ 第６回女性委員会 

 日 時：令和 7 年３月 8 日（土）10:50～12:40  
 見学場所：coyane こやぁね 
   （岐阜県美濃加茂市太田町 2689－30） 
    美濃加茂市で初のコワーキングスペス 
 参加者：6 名（内女性委員：6 名） 
 講 師：ライフオーガナイザーひと宮  
             代表 服部ひとみ 氏 

 

◇ 編集後記  

 

今後の予定・お知らせ 

 建築士会東海北陸ブロック会女性建築士協議会 

令和 7 年度 前期定例会議 

  日時：令和７年６月２１日（土）  

令和７年度 全国女性建築士連絡協議会 

やまがた大会 

日時：令和７年７月１９日（土）～２０日（日） 

 

 

 

第６６回 

建築士会全国大会「鹿児島大会」 
日 時：令和６年１０月２５日（金） 

会 場：メイン会場：宝山ホール（鹿児島市山下町 5-3） 

     サブ会場：鹿児島市中央公民館 

（鹿児島市山下量 5-9） 

     セッション会場：カクイックス交流サンター 

（かごしま県民交流センター） 

            （鹿児島市山下町 14-50） 

    大交流会：かんまちあ（鹿児島市浜町 2-20） 

 

テーマ：もえよ！建築維新 

    ～たぎる地で築くみらい～ 

参加者：４名 

 

 
（↑女性委員会から参加４名の集合写真 式典会場内

にて） 

 

■全体報告 
報告者：長瀬 八州余 

  

 10 月 24 日（木）に鹿児島に入り前泊しました。 

一日目 

10 月 25 日（金）は午前 10 時開始の女性セッションの用

意があり、カクイックス交流センターに 8 時５０分に集合

でしたので、ホテルを 7 時過ぎに出て、市電に乗って会

場へ向かいました。8 時半頃着ました。 

 

午前中は女性セッションに参加して、後片付けをして、
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福祉まちづくりセッションに参加していた桂川さんと一緒

に、徒歩で８分ぐらいの所にある、宝山ホールへ向かい

ます。 

石黒会長と会いました。 

 

 
（↑ 石黒会長と一緒に集合写真） 

  

宝山ホールは 53 年前の昭和 46 年（1971）第 14 回全

国大会鹿児島大会を開催した所です。 

今回は参加者 3､065 名と多くなったので、九州ブロック

の方は、宝山ホール隣の鹿児島市中央公民館での参

加になりました。 

 

 

(↑ 左の建物が鹿児島市中央公民館 右の建物が宝

山ホールです） 

  

まずは昼食です。お弁当を宝山ホールにて引き替えて、

鹿児島市中央公園にて昼食をいただきます。 

屋外なので雨降りでなく良かったです。運良く、高野さん

と小林さんと会うことができました。 

 

 

（↑ 予約していた薩摩おごじょ弁当） 

 

 

（↑ 予約していた薩摩黒膳弁当） 

 

 
（↑ 昼食の様子） 

  

宝山ホールにて、記念フォーラムに参加です。 

 

記念フォーラムから式典までに、30 分の休憩があった

ので、宝山ホール２階ロビーで展示されていた、連合会

女性委員会のパネルを見に行きました。 

 

 

（↑ 女性委員会のパネル見学の様子） 
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15 時より式典の始まりです。オープニングは鹿児島県

奄美諸島の「奄美の島唄」で里アンナ氏と前山真吾氏２

名の三味線と弾語りで始まりました。 

 

 
（↑ オープニングの様子） 

  

開会宣言は鹿児島の方言で宣言されました。 

 

物故者追悼は昨年の静岡県大会から今日の鹿児島大

会までに亡くなった 338 名に黙祷を捧げました。 

来賓者は国土交通大臣、林野庁長官、鹿児島県知事、

鹿児島市長の４名でしたが、３名は代理で、鹿児島市長

のみがご本人の参加でした。 

 

 
（↑ 開会式の様子） 

  

表彰式等があり、大会アピールです。 

岐阜県建築士会会長の石黒氏は連合会副会長になっ

たので、今回大会アピールを鹿児島県建築士会会長の

西薗氏と一緒に読み上げました。 

 

 
（↑岐阜県建築士会石黒会長の大会アピールの様子） 

  

大会旗引継で次回の開催の大阪府に引き継がれまし

た。 

大阪府建築士会会長の挨拶で、大阪府ははじめて全国

大会を開催しますと話されましたが、皆さん「ハテナ？」

という顔をしていました。 

前回の昭和 45 年大阪万博では大会はではなく「万博

建築祭(大阪)」としての開催でした。 

平成 23 年は東日本大震災で中止となったので、大会と

なるのは今回が最初です。大阪府の会員の皆さんはき

れいな赤の半被を着て、会場では目立っていました。 

 

 
（↑ 次回大阪大会の PR の様子） 

  

 式典が終わって、大交流会会場へ移動しました。 

 
（↑ 大交流会の様子） 
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二日目 

10 月 26 日（土） エキスカーションに参加です。 

  

三日目 

10 月 27 日（日） 個人としては今回３泊４日の予定で鹿

児島に来ました。 

帰りは午後の新幹線だったので、午前中は「カゴシマシ

ティービュー」という、観光地を回っているバス路線があ

り、それに乗って、仙巌園と旧鹿児島紡績所技師館（異

人館）の２ヵ所の見学をして、鹿児島中央駅より帰路に

つきました。 

 

九州新幹線（今回はさくら）は、２席が２列なので、のぞ

みより席が広いです。 

  

 
（↑ 九州新幹線 さくら内部） 

 

雨に降られること無く４日間過ごす事ができました。 

鹿児島県建築士会の皆様ありがとうございました。 

  

  

■記念フォーラム 
演題「建築維新ではじまる未来」 

 

                      報告者：高野 栄子 

 

 大会テーマ「もえよ！建築維新～たぎる地で築く未来

～」に呼応したフォーラム形式の講演会でした。 

鹿児島県は明治維新の地でその「維新」をキーワードに

3 名のパネリストによりショートレクチャーがあり、コーデ

ィネーターの方が話を進められました。 

作家・国文学者の林望氏、エンジニアの後藤一真氏、建

築家の大西麻貴氏の 3 名がそれぞれの維新について

話されました。 

後藤さんは構造エンジニアで大阪駅北口広場の屋根の

設計をされました。 

大西さんは現在桜島の義務教育学校の設計をされてい

るようです。 

皆さんの実績と今後の希望を伺いました。 

過去を反省し、破壊するのではなく継承していくべき事

を現代の「維新」ととらえるべきだそうです。 

それぞれの未来を語られました。 

ロンドンの建築について、建築は風景の記憶、愛される

建築について、熊本震災ミュージアムのこと等多岐にわ

たるお話がありました。 

別々の分野で違った視点での様々な内容で大変勉強に

なりました。 

メイン会場の他にサブ会場も設けられ大変盛況な会で

した。 

 

  

 
（↑ 記念フォーラムの様子） 

  

■大交流会に参加して 
報告者：長瀬 八州余 

 

 大会式典終了後、会場を移動して鹿児島駅近くの「か

んまちあ」の屋根付きイベント広場にて大交流会が、午

後６時より開催されました。 

 ビールでの乾杯は、午後６時までお預けで、焼酎がウ

エルカムドリンクで、私が会場に着いた時には皆さん、

もうすでにいっぱい飲まれていました。 

 岐阜県は福井県と同じテーブルでしたが、福井県の方

が、このテーブルに寄る事はありませんでした。 

岐阜県からの参加は、女性委員会の４名と中濃支部の

今井さん親子と石黒会長が参加されていました。 
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(↑ 岐阜県のテーブルにて） 

 

 テーブル毎に、鹿児島県建築士会の方が一人ついて

くださり、いろいろとサポートをしてくださいました。 

 テーブルにはおつまみが置いてありますが、会場の回

りに、キッチンカーや屋台が並んで、鹿児島の味を堪能

することができました。 

 

 
(↑ 屋台やキッチンカー） 

 

 

また会場の四隅は焼酎のコーナーがあり、地域別に分

かれており、いろいろな銘柄の焼酎を楽しむことができ

ました。 

 

センターには３M の焼酎の飲み比べができるように、パ

ックが用意されていました。 

焼酎３M とは 2000 年代前半に起きた本格焼酎ブーム

の中で、とりわけ人気の高かった芋焼酎である「魔王」

「村尾」「森伊蔵」の事を指し、３銘柄の頭文字が「M」と

言うことで、３M という呼び名がついた。 

 

 
（↑ ３M のパックの様子） 

  

 ステージ上では、司会者がのべつ幕無しにしゃべって

いて、会場内がうるさく、隣の人との話も聞き取りに難か

ったです。 

 キッチンカーや屋台の場合早々と品物が無くなり、食

べることなく終わる事が多いのですが、今回は、比較的

最後まで品物はあり、終わりがけに取りに行っても、い

ただく事ができました。 

 終了は２１時だったのですが、中締めは２０時半におこ

なわれました。 

 

 
（↑ 市電の様子） 

  

 係の皆様ありがとうございました。 
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■セッション報告 

 
（↑セッション会場 カクイックス交流センター３階の廊下

の様子。女性委員会、環境部会、福祉まちづくり部会、

景観まちづくり部会の４セッションの会場になっていまし

た。） 

 

歴史まちづくりセッション  
第 11 回全国ヘリテージマネジャー大会に参加して  

会場カクイックス交流センター １階 

  

報告者：髙野 栄子 

  

 テーマ「歴史と風土に根ざしたまちづくり～鹿児島の

「麓」に見る取り組みと展開～」 

鹿児島県には島津家が領内防衛の為に作り、地頭を廃

した外城制度がありました。その外城区域内の砦の山

裾に「麓」という集落が形成されていました。現在鹿児島

県内に 100 箇所、宮崎県下にも 20 箇所の麓が存在し

ています。その中で現在 4 箇所の「麓」が重要伝統的建

造物保存地区に選定されています。「知覧麓」「出水麓」

「入来麓」「加世田麓」の 4 つの「麓」について各地区で

取り組まれている方々が歴史的建造物の保存活用、歴

史的景観の保存の為の取り組みについて語られまし

た。 

 各地区の発表を聞く中で、数年前の大河ドラマ「西郷

どん」で見た風景が思い出されました。道路の拡幅工

事、河川の修繕工事、老朽化した民家の取り壊しなどい

ろいろな問題が起きた際にそれを機会に町並みや建物

の保存や活用に乗り出し、今に至る活動が続いていま

した。 

その中でも「出水麓」では伝統的建造物の空き家が増

え、それを活用して店舗、ホテル開発などを実施されて

いました。分散型武家屋敷ホテルという事業でした。国

や県の補助金を活用し金融機関からの借り入れを元手

に令和 4 年より営業していました。また伝建地区内に住

宅を新築する際のガイドブックを作成する取り組みもさ

れていて、町並みを将来に繋いでいく活動に感心しまし

た。 

他の 3 つの「麓」についても守り繋いでいく為、ヘリテー

ジマネジャーの方々がいろいろなイベントを行い行政と

地域住民との架け橋になって活動していました。今回の

セッションにて一番印象に残ったことは皆さんの熱意で

した。 
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女性委員会セッション 
思いっきりバージョン UP！Part2 

～女性も青年も参加したい「魅力ある建築士会」とは 

会場：カクイックス交流センター ３階 

 

参加者：会場 ８６名 オンライン ８名 合計９４名 

 

報告者：小林 教子 

  

 女性委員会セッションは、誰もが参加しやすい、入って

よかったと思える「魅力ある建築士会に」するにはどうす

ればよいかの活動報告を、前回静岡大会と同様に事例

紹介がされた。 

建築士を対象とした活動として山梨県建築士会「セミナ

ー＆食事会」大阪建築士会「活動報告会」広島建築士

会「プロジェクト D～挑戦者たちから」九州ブロック「会員

増強企画」、 

学生を対象とした活動～未来の建築士育成～事例報

告として、岐阜県建築士会「たくみ女子会」静岡県建築

士会「高校生交流会」北海道建築士会「ＮＰＯとコラボ企

画」、子どもたちを対象とした活動～福島建築士会「次

世代育成プロジェクト」栃木県建築士会「みやＪＯＹけん

ちく博」、一般市民を対象とした活動～建築士活動への

理解浸透～和歌山建築士会「サンタと巡る和歌山県庁

本館」 

 岐阜県からは「たくみ女子会」について、長瀬さんが、

今年度開催予定のチラシを配布するととともに紹介し、

さらに静岡県青年委員会がおこなっている「高校生交流

会」についても東海北陸ブロック会女性建築士協議会

の前運営委員長として紹介をされた。 

 集客が特によかったのは、福島建築士会のお菓子の

家をこどもたちに作ってもらう活動で、平成 29 年の山形

建築士会の「お菓子の家づくり」をそのまま真似をしたと

いうことであるが、何年もの継続を経て行政まで巻き込

んだ市のイベントにまでしたそうである。末は理工系女

子をふやすとい野望？もあるようであった。 

 九州ブロックは活動の補助費を出し、ブロックで各県

の会員の増強を後押ししているという事例であった。 

 ただ、どの事例も効果はいま一つのようで、会員の増

加につなげられたのはわずかであった。 

進行担当者が最後にまとめていたが、「楽しい」「おいし

い」「お金」がキーワードになりそうで、ポイントは周知の

方法としていた。 

 

 

 
（↑ 大阪建築士会紹介の様子） 

 

 

（↑ 岐阜県建築士会紹介の様子） 

 

 
(↑ 会場の様子） 
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福祉まちづくりセッション 
 

テーマ： 

小規模店舗（施設）のバリアフリー化 課題と展望 

～誰もがふつうに暮らせる地域社会への貢献について

～ 

場所 ：カクイックス交流センター ３Ｆ 中研修室２ 

 

報告者：桂川 麻里  

 

 

（↑ セッションの様子） 

  

今年の福祉まちづくりセッションは「日本福祉のまちづく

り学会未来型ＵＤ戦略特別研修委員会」とのコラボ企画

としてセッションを行いました。 

流れとして講師の方のお話を聞き、全国の建築士の方

の活動報告を聞き、最後にディスカッションを行いまし

た。 

  

最初は東洋大学名誉教授の髙橋儀平氏の「小規模施

設のバリアフリー化について～我が国の現状や問題点

など～」を聞きました。 

 法律の変遷からお話し頂き、思ったより以前からバリ

アフリーについての内容が盛り込まれていましたが、絶

対的人数の少ない障がい者の方達のことは最低限のこ

としか行われて来なかったのだと思いました。 

小規模店舗のバリアフリーの改修についての事例もたく

さんあり、今後の仕事での気を付ける点、気にしなけれ

ばならない点を学ぶ事が出来ました。 

髙橋儀平氏のお話しはオンラインで聞いたことがありま

すが、いつも何かしら気づかされることがあります。 

また、著書も多数ありますが、読みやすいので皆様にも

お手に取って頂きたいと思います。 

  

(↑ 髙橋儀平氏） 

 

次は、NPO 法人「ｅ ワーカーズ鹿児島」の理事長であ

る紙屋久美子氏の「かごしまバリアフリーツアーセンタ

ーの活動について～小規模施設のバリアフリーの有効

性～」をお聞きしました。 

ｅ ワーカーズ鹿児島の業務内容は鹿児島県内全域の

宿泊施設や観光施設、交通機関等の現状調査及びそ

の情報発信だそうです。福祉住環境コーディネーター２

級を取得し、宿泊施設や観光施設のバリアフリー化に

向けたアドバイスも行っているそうです。 

小規模の宿泊施設や観光施設だとどうしてもバリアフリ

ーに対する予算が足りなかったりしますが、「今出来る

事への提案」をするということでした。 

そのためには色々な良い事例を見て参考にすることも

大事だと思いました。ハードでダメならソフトでカバーす

る方法も設計者として説明出来るようにしたいと思いま

した。 

 また、余談ですが今回の話を聞いた後に鹿児島市内

の市電に乗ったら、車いす可能な乗降場かどうか分か

るようになっていました。市電なので広く乗降場を取れ

ない場所があり、車道との関係で広くするのは難しいで

すが、情報が分かりやすいと利用できる出来ないを自

分で判断出来るのだと実感しました。 

 

(↑ 紙屋久美子氏） 
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 次は全国の建築士会の活動報告です。会場で配布さ

れる「セッション資料集」には北海道・埼玉・群馬・東京・

神奈川・新潟・岐阜・大阪・宮崎・沖縄の活動報告が掲

載されていますが、それとは別に小規模店舗に関する

ことを４名の方に発表して頂きました。 

 

この４名は全国体で知り合って、色々な情報交換をして

お世話になっている方々です。下記にもありますが、バ

リアフリーを堅苦しくではなく、みんなで楽しめるために

はどうしたら良いかと捉えてバリアフリーと向き合ってい

る方々だと思います。 

 

１人目は埼玉の本多健氏で「高齢者、障害者等の円滑

な移動等に配慮した建築設計基準に関するフォローア

ップ会議」についてお話し頂けました。 

法等の整備だけで終わらず、その内容について点検、

改善をしていくことの重要性がよく分かりました。また、

バリアフリーの概念を誰もが「移動できる」ではなく誰も

が「楽しめる」こととして捉えるのは大事なことだと思い

ました。 

 

 
(↑ 本多健氏） 

 

２人目は東京の川口孝男氏です。連合会建築士会の福

まち部会の部会長をしています。今回は士会の活動で

はなく、「自立支援・協働ロボットが開くバリアフリーの世

界『分身ロボットカフェ DAWN ver.β』視察体験報告」を

して頂きました。分身ということで、ロボットを動かす「パ

イロット」は自宅からでも操作可能です。一番良いなと思

ったのは、配膳は出来るがうまく話せなくて接客業が出

来ない方が、上手に話せるが配膳が出来ない方が小型

分身ロボットの中で接客するという、補いあって配膳が

出来るということでした。東京へ行くことがあれば予約し

て行ってみたいと思いました。 

 

 

(↑ 川口孝男氏） 

  

３人目は宮崎の岩浦厚信氏で「宮崎市の小規模施設の

バリアフリー化の成果について」お話し頂きました。「昔

は公共施設と病院にしかバリアフリートイレがなかった」

という言葉を聞いて今でも高齢者や障がい者は外出す

るのが難しいですが、更に難しかったのだと思いまし

た。 

ただ、現在はガイドライン等でユニバーサルトイレが増

えていますが、ハード面でただ付いているだけ、ソフト面

ではそこまでの通路にものを展示してありそこまでたど

り着けない等当事者が使えない状態が多々あるように

思います。 

自分もそうでしたが当事者との関わりがないと思いが至

りませんでした。万人にぴったりの事は出来ないと思い

ますが、色々な人に思いをはせて設計して行きたいと思

いました。 

 
(↑ 岩浦厚信氏） 

 

４人目は京都の村松徹也氏に「福祉のまちづくりの更な

る発展を」についてお話し頂きました。 

元行政としてのお話しと、現在も行政との連携を続けて

いる方です。 

こういった方がみえる行政はバリアフリーがうまく進んで

いくのだと思いました。 
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こういった良い前例を持って岐阜でも行政とのかかわり

を持っていけたら良いなと思いました。 

 

 
(↑ 村松徹也氏） 

  

 続いて髙橋氏、紙屋氏も交えて全員でディスカッション

を行いました。色々な話で盛り上がりましたが、私が一

番心に残ったことは小規模店舗だとトイレは男女共同で

１つしかなく、バリアフリートイレまでのスペースがないと

いうところはたくさんありますが、そういった時でも近くの

公共のトレイを把握しておいてそこを紹介出来るように

すれば、小規模店舗でもみんなで楽しめるということで

した。ほんのちょっとのことなのに「気付く、気付けな

い」、「知っている、知らない」の差は大きいのだと思いま

した。 

  

 仕事の合間に行く全国大会は大変ですが、井の中の

蛙とならないように参加出来る限り全国大会には参加

出来たらと思います。 

 

 

■エキスカーション報告 
 

 

エキスカーション Aコース  

「さつまの小京都「知覧」と蒸留所めぐり」 

報告者：長瀬 八州余 

  

 集合場所の鹿児島中央駅西口第二駐車場に午前８時

集合ということで、駐車場へ向かいます。 

 

 
（↑ 鹿児島中央駅西口第二駐車場の様子） 

  

今回私の参加する A コースの参加者は４１名で、南薩

支部長の射手園さんと副支部長の厚村さんの２名がバ

スに添乗して、他数名が随行車にてついてくるとい事で

した。 

道中に竹林を多く見ることがありましたが、竹の面積は

鹿児島県が日本一なのだそうです。 

 

  

 重伝建の知覧武家屋敷に向かいます。 

  

●知覧武家屋敷群 

【重伝建】南九州市知覧伝統的建造物群保存地区  

昭和 56 年 11 月 30 日指定 

【国指定名勝】知覧麓庭園 昭和 56 年２月 23 日指定 

【日本遺産】鹿児島県では、鹿児島県、鹿児島市、出水

市、垂水市、薩摩川内市、いちき串木野市、南さつま

市、志布志市、南九州市、姶良市の１県９市を構成自治

体とする「薩摩の武士が生きた町～武家屋敷群「麓」を

歩く～」が令和元年５月に認定 

  

 現在残る武家屋敷群は佐多氏十六代島津久達（1651

～1719）の時代もしくは、佐多氏十八代島津久峯（1732

～1772）の時代に造られた物ではないかとされていま
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す。 

地区内は石垣で屋敷が区切られており、昭和 56 年に

国の重要伝統的建造物保存地区に選定されました。 

また同時に地区内の７つの庭園が「優れた意匠で構成

されており、またその手法は琉球庭園と相通じるものが

あり、庭園文化の伝播を知る上でも貴重な存在であ

る。」として国の名勝に指定されました。 

2 つのグループに分けて、１グループは支部長の射手

園さんが、２グループはここにお住まいの森さんが説明

をして回る事になりました。 

 

 
（↑ 武家屋敷入り口） 

 

 ここの管理は知覧武家屋敷庭園有限責任事業組合が

おこなっており、入園料にて、通りに面した所は維持管

理をおこなっているが、敷地内の奥の事は個人での管

理との事です。 

 

 
  

維持管理が大変になってきていて、家を壊して、公園に

なった所も多くなっているという説明を受けました。 

 

 

（↑ 屋敷は無く 無料休憩所になっている） 

  

門扉と石垣の組み合わせでその家の格がわかり、石垣

は丸石積より、四角石積の方が格が上であり、門扉も

一段の屋根より、二段になっている方が上だそうです。 

 

 

（↑ 説明者の森氏） 

 

西尾恵一郎邸庭園では、門扉が台風等で壊れて、どの

ように直すのかの方針がなかなか立たないので、２年

間このようにつかえ棒で仮補強をしてやり過ごしていま

すとの事でした。 

 

 

（↑ つかえ棒の様子） 
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 ７つの庭園の内、森重堅庭園は説明者の森さんのお

宅で、庭の手入れなどはご自分でおこなっているとの事

です。 

家の軒先の横樋は竹を使用しているが、長い一本物が

入手困難になってきているので、今度の入れ替えは難

しいかもとの説明でした。 

 

 
（↑ 樋が竹の様子） 

  

武家屋敷群を後にして、知覧特効平和会館へ向かいま

す。 

道中 お茶畑が広がります。知覧茶の生産地です。 

 

 

（↑ お茶畑の様子 バスの中より） 

  

●知覧特攻平和会館 

昭和 16 年（1921）、大刀洗陸軍飛行学校知覧分教場と

して飛行場が開港しましたが、大戦末期の戦績悪化に

伴い、特攻戦法としてされたため「陸軍知覧特攻基地」

と化した。 

知覧基地からの出撃は、３月 29 日に始まり、６月 11 日

で終わっている。（出撃日数 35 日） 

午前 11 時より視聴覚室にて、地元知覧町出身の「語り

部」による特攻の歴史的背景と特攻隊員の遺書・手紙

等の特色について 30 分間の解説を聞きました。 

見学の時間が余りなく、展示物をじっくりと､見ることがで

きませんでしたが、１７歳から上は 30 代の方が書いて

いる遺書や手紙の字のきれいなことが印象に残りまし

た。 

 

 

（↑ エキスカーション A コース参加者集合写真） 

  

●枕崎お魚センター展望レストランぶえん 

昼食をいただきました。 

ガイドさんが、同じ鹿児島に住んでいても、枕崎までは

なかなか行かないと話していました。 

 

 

（↑ 昼食セット） 

  

（↑ 昼食の様子） 
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●薩摩酒造 花渡川蒸留所（明治蔵） 

1936 年創業の薩摩酒造は、1955 年に誕生した「さつま

白波」のメーカーです。 

1970 年代後半、６割の焼酎に対して４割のお湯で割っ

て飲む「ロクヨン」という飲み方を提案。 

これが 1980 年代から始まった焼酎ブームを支える大き

なきっかけとなった。 

 明治時代から続く「明治蔵」内部を見学後、試飲をさせ

ていただきました。 

外では明日 10 月 27 日（日）が新酒まつりが開催で、そ

れの準備をされていました。 

 

 

（↑ 明治蔵の係員からの説明の様子） 

 

 

（↑ 蔵の外観） 

 

●本坊酒造 マルス津貫蒸留所 

津貫は本坊酒造株式会社の発祥の地です。ここに、日

本最南端のウイスキー蒸溜所であるマルス津貫蒸溜所

があります。 

最初に、高さ 26 メートルのシンボルタワーとなる旧蒸留

塔内では、本坊酒造の歴史をパネル展示とスーパーア

ロスパス式精製酒精蒸留装置などの遺構を見ます。ウ

イスキー蒸溜棟では、マルスウイスキーの歴史のパネ

ル展示と蒸溜釜をはじめとしたウイスキー製造設備を見

学し、石蔵樽貯蔵庫では、ウイスキーの熟成の様子を

見ました。 

蒸溜所に隣接する Cafe Bar＆Shop 本坊家旧邸「寶

常」は、本坊酒造二代目社長・本坊常吉が暮らした邸宅

です。伝統的な木造建築の和風平屋建てで 1933 年（昭

和８年）の建築。ここで試飲をしました。 

 

 
（↑ 外観） 

 

 
（↑ 試飲の様子） 

  

全ての見学を終えて、帰路につきます。 

途中車中より、重伝建の「南さつま市加世田麓伝統的

建造物群保存地区」を見る予定でしたが、保存地区から

一本道を隔てた所を通過するので、ほとんど見ることは

できませんでした。 

  

予定時間通りに鹿児島中央駅西口に着き解散となりま

した。 

盛りだくさんの見学で有意義は時間を過ごすことができ

ました。 

鹿児島県建築士会の皆様ありがとうございました。 
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 エキスカーション Ｂコース 

 「霧島」黒酢の壺畑と桜島絶景めぐり 

報告者：桂川 麻里 

  

 

 
(↑「名勝 仙厳園」から望んだ桜島） 

 

 
(↑ 仙厳園御殿 中庭） 

  

Ｂコースにしたのは「旧田中家別邸」と「鹿児島神宮」が

見学したいということと、せっかく鹿児島に行くのなら黒

酢の「壺畑」をこの目でみたいと思ったからです。 

まず最初は「名勝 仙厳園」へ行きました。「明治日本の

産業革命遺産」として世界文化遺産に登録されていま

す。御殿は万治元年(1658)に薩摩藩島津家別邸として

建てられました。この御殿からは庭も眺められますが、

借景としての桜島も圧巻でした。庭園は風水を取り入れ

たりして作られているそうです。説明を受けながら廻りま

したが途中⁉と思ったところもありましたが、建物の中か

らみた時に美しく見えるように作られていました。建物が

なくなっていたらこの絶妙な配置は見られなかったのだ

と思いました。建物も面白かったですが、「釘隠し」の種

類がたくさんあり、意味などが分かれば面白いかなと思

いました。 

 

 

 
(↑ スターバックス(旧芹ヶ野島津家金山鉱業事務

所) ） 

 

 

 
(↑ 磯工芸館(旧島津家吉野殖林所) ） 

  

  

また別途、自分で行こうと思っていた登録有形文化財を

利活用した「旧芹ヶ野島津家金山鉱業事務所」のスター

バックスに自由行動の時に行ってみました。 

外観はそのままに内観は全くのスターバックスとなって

いました。こういった形でも残って利活用出来るのは大

変良い事だと思いました。 

その隣にある磯工芸館「旧島津家吉野殖林所」も同じく

登録有形文化財で島津薩摩切子ギャラリーショップとし

て利活用されていました。 



 

 16

  

 続いて昼食＆見学として坂本のくろず「壺畑」へ行きま

した。 

どの料理も黒酢が使われていたりテーブルに酢がおい

てあるので掛けて食べたりと酢が好きな私にとっては贅

沢な時間でした。 

昼食後は酢のお土産を買いました。自家用車で行った

ならもっとたくさん買って帰りたかったです。 

 

 
（↑ 特別ランチメニュー） 

 

           

 
(↑ 鹿児島県産茶美豚のくろず酢豚） 

  

  

ショップの横には黒酢の歴史や製法の映像が見られる

コーナーやパネルが展示してありました。 

映像でしか見たことがなかった壺畑は畑というだけあっ

て段々畑のように置いてありました。 

 
（↑ レストランから眺められる「壺畑」） 

 

 
（↑ 黒酢ソフトクリーム） 

  

次に向かったのは「旧田中家別邸」です。県の有形文化

財で「旧田中家別邸附棟札一枚」です。 

門を入ってすぐに思ったのはこれだけ手入れされている

庭なのに所々にあるこの雑草は何だと思いましたが、貴

重な草なので踏まないで下さいと言われました。 

翁草(オキナグサ)といい激減しているそうで旧田中別邸

では大事に育てていて現在では約 4,000 株まで繁殖し

ているそうです。 

建物は外観が和風、内観が一部洋風で住宅建築の過

渡期の様子が分かる貴重なものであり、棟札から大阪

から大工の棟梁を連れてきたこと、石工は鹿児島の人

等建築当初が分かる貴重な資料となっていることから

附棟札となっているそうです。 

内観の洋風部分は私が見たことのある洋風部分とは異
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なり、真壁の壁になっていました。 

違和感はありましたが天井のしっくい塗りや窓のデザイ

ン、マントルピースに目が行き上手に洋風を取り入れた

なという感じでした。 

こちらの庭に面した建物の中からも桜島がちゃんと見え

ました。 

 和風部分の建具や床もデザインが凝っていて見てい

て楽しかったです。 

 

 
（↑「旧田中家別邸」と「翁草」） 

 

 

（↑「旧田中家別邸」洋風の部屋） 

  

続いて訪れたのは「鹿児島神宮」です。こちらは本殿及

び拝殿、勅使殿、摂社四所神社本殿が重要文化財に指

定されています。本殿は九州最大級だそうです。こちら

でまずお祓いをして頂き、建物の歴史や建物の説明もし

て頂けました。本殿の向拝柱は「龍柱」は初めて見るも

のでしたが南九州の神社特有のものだそうです。こちら

は拝殿でお祓いを受けなければ見られないということで

はなく、拝殿と勅使殿の間からいつでも見ることが出来

ます。また宝暦６年(1756)の江戸時代中期ですが薩摩

藩と東アジアとの繋がりがよく分かる天井絵が描かれた

りしています。 

  

（↑「鹿児島神宮」左から勅使殿､拝殿、本殿 ） 

 

 

（↑ 鹿児島神宮からのお土産と朱印） 

  

 帰りのバスで鹿児島県建築士会 霧島姶良支部様が

選んだお土産を頂きました。 

まぐろのかまの灰干しはお酒のおつまみとしてなくなっ

てしまいましたが、緑の釉薬がうっすら入っている黒薩

摩龍門司焼のお猪口で焼酎を楽しんでいます。 

 

 

（↑ お土産の灰干しと黒薩摩龍門司焼のお猪口） 

  

霧島姶良支部の方々ありがとうございました。 
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エキスカーション Oコース  

「大正～令和 かごしまの「顔」

今昔まち歩きコース」 

   報告者：小林 教子 

  

 大会式典のあった会場周り、おおよそ 2 時間のコース

を、鹿児島県建築士会の案内で歩いた。鹿児島県建築

士会では、このコースのまち歩きをタウンウオッチングと

して一般の方対象に行っており、鹿児島市内にある登

録文化財などへの理解を深めている。 

 集合場所のカクイックス交流センターをスタートし、鶴

丸城（鹿児島城）の御楼門の復元を見学した。ここは鹿

児島県建築士会が調査を行い、設計事務所登録をした

うえで復元設計、工事監理を行ったという。堅固な石垣

の上に復縁されたが、基礎はもともと石垣の上にあった

のであるから、そのままだそうである。そこらへんは何と

もおおらかであった。楼門の大梁は岐阜県産のケヤキ

の大木が使用されたという。 

 

 

(↑ 鶴丸城の御桜門） 

 

 

（↑ 楼門の大梁） 

  

本丸跡の歴史資料センター、県立図書館を経て登録有

形文化財の鹿児島市役所本館を外部から見学、お堀の

水は市役所別館との間の暗渠に流れているらしいとの

こと。開渠にするには費用が掛かりすぎるので断念した

という。 

みなと大通り館前で休憩後、ちょうど「おはら祭」準備中

の市役所前の大通りを横切り、名山掘の戦後すぐに建

てられた木造長屋風町家群、それぞれは建替えはでき

そうにない細い路地に面した地区、言い換えればノスタ

ルジッな路地を通り、鹿児島県産業会館に着く。ここは

残念ながら廃止予定とのことであるが、特徴ある柱の形

状など特徴的で意欲的な建物であった。 

続いてサブ会場の鹿児島市中央公民館で、ここは平成

15 年に耐震改修を行い、レストランもある登録有形文

化財。 

 

 

（↑ 式典の時にサブ会場となった 鹿児島市中央公民

館） 

  

中央公園の周囲を教育会館、登録有形文化財の鹿児

島県立博物館をながめながら、ゴールのセンテラス天

文館再開発地区へ移動到着、解散となった。 

少し古い建物も登録有形文化財への登録などの活動

がとても熱心であるが、市などの職員が士会員であるこ

とが大いに関係しているのかもしれないと感じ、岐阜県

との違いにとても残念な思いになった。 
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第８回 たくみ女子会 

日 時：令和６年 12 月 21 日（土） 14:00〜16:30 

場 所：ハートフルスクエアーG 大研修室 

         （岐阜市橋本町１丁目 10 番地 23） 

参加者：女子学生等 １７名（申込２１名） 

      女性アドバイザー１４名（内女性委員会６名） 

       岐阜県畳組合 ８名 

       たくみアカデミー関係者 ３名 

       岐阜県建築士会関係者 １名 

       岐阜県 ぎふ担い手育成支援センター１名 

      学校の引率先生 ３名 

      TV 関係者 数名 

 

 

（↑参加者の集合写真） 

 

「たくみ女子会」報告 
報告者：田中 佐企 

  

  

昨年に引き続き、岐阜県立国際たくみアカデミーとの共

催で建設業界における女子のネットワーク構築を目指し

「たくみ女子会」が開催されました。 

今回はアドバイザーとして県内工務店様と建築士会より

合わせて 14 名、学生等より 17 名が参加されました。イ

ンフルエンザ等が流行っている中、飛騨方面からの参

加者もあり、非常にありがたいことです。 

 

初めに、来賓の挨拶として岐阜県建築士会会長様、国

際たくみアカデミー校長様よりお言葉をいただきました。 

 

 

（↑ 岐阜県建築士会 石黒会長 挨拶） 

 
（↑ 国際たくみアカデミー校長 挨拶） 

  

続いてプレイベントとして、畳のことを学びながら「おしゃ

れなオリジナルミニ畳を作ろう」を 50 分間行いました。 

受付時に自分の好きな畳表と縁を選んでいただいたの

ですが、この選ぶ時間も参加者の皆様の緊張がほぐれ

るきっかけになったのではないかと思います。 

普段はあまり気にしたことのない畳の仕組みや仕様の

ことなどが細かく学べ、日本古来からの建築素材の良さ

に触れることができたことで、これからの暮らしの中に少

しでも畳の空間が増えていくようになればいいなと思い

ました。 

ミニ畳のワークショップでは、シワやよれが出ないように

引っ張りながらタッカーで止めていく作業があったので

すが、みなさんとても器用に作成されていました。 

作成経験のあるアドバイザーさんから、どのように使っ

ているかのお話も聞きながら楽しめたのではないでしょ

うか。 

 

    

（↑ 畳表と畳縁）       （↑ 座学での映像） 
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（↑ 作業の様子） 

 

 

（↑ グループトーク前に休憩があり、お菓子とお茶の

配布があります。） 

  

その後のグループトークは各回 30 分間で２回行われま

した。 

学生等のみなさんからは以下のような質問がありまし

た。 

・実際働いて見える方のお話が聞けて、どんな仕事内

容なのか知れたし、今後の自分がどう進路を決めてい

ったらよいか少しイメージすることができてよかった。 

・資格勉強について生の声を知ることができ、自分自身

で資格勉強する際に役立てたいと感じた。 

・仕事復帰や育休についての実際が分かった。 

・どのような資格を取るといいのか、また実際に現場で

経験したことの話を具体的に聞けてイメージしやすくな

った。 

・高校の先生でも知らないような実際の現場の様子や、

仕事の内容を知ることができてよかった。高校の先輩も

いて、具体的な話だった。こちらから質問するばかりで

なく、たくさん仕事についてお話して頂けたのでわかりや

すかった。 

など、ネットの情報では取得出来ない、現場の生の声を

聞くことができ、また、アドバイザーの皆さんもはっきりと

隠さず教えてくれたことに意味を感じていただけたようで

した。 

一方、アドバイザーさんからは以下のような意見をいた

だきました。 

・他のアドバイザーの方と話せたのも楽しかった。 

・これから建築業界に入る人に向けてざっくばらんに聞

けるのは良いと思う。若い人が女性アドバイザーに入っ

てくれるとより身近に感じられて良いと思う。 

・建築士会の方がリードしてくださったので、無言になる

時間も少なく、話しやすいと感じた。 

・学生の方と話せて原点に返った気持ちでした。同じ志

を持った人たちと話せて頑張りたいなと思いましたし、そ

の環境を自分たちが作っていければと思いました。あり

がとうございました。 

アドバイザーの方、学生等の方どちらの皆様からも、参

加して良かった、将来のために有意義な会であるという

意見をいただきました。 

たくみ女子会は今年度で終了となりますが、次年度から

も皆様にとって有意義な活動になるよう、新たな事業に

取り組んでいきたいと思います。 

今回のたくみ女子会には岐阜放送と C C N の 2 社の

取材があり、後日テレビ放送がされる予定です。 

 

 
（↑ グループトークの様子） 

  

 
（↑ 今回は TV 放映される関係でミナモの参加もあり

ました。） 
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建築士会 

  東海北陸ブロック会 

  女性建築士協議会 

令和６年度ブロック美濃・関大会 

     ＊ 青年建築士協議会と共催 
日 時：令和７年２月１５日（土）～１６日（日） 
 
参加者：青年委員会 ９１名 
          女性委員会 ３４名 

（内岐阜県女性委員会１３名） 
          来賓者等  １０名 
 

《プログラム》 

【１日目】 

○開会式 （青年建築士協議会と共催）  

  会場：せきてらす 

(岐阜県関市平和通 4 丁目 12 番地 1) 

  

○ブロック事業発表 

     <分科会(まちあるき)>   13:20～16:20(180 分) 

A 班 小・ 中規模木造見学コース 

   morinos (モリノス) → 森林文化アカデミー 

B 班 うだつの町並みとまちごと活用見学コース 

   美濃うだつの町並み(小坂酒造、旧今井家住宅) 

   → WASITAMINO、NIPPONIA 美濃、Washi-nary 

C 班 美濃和紙と うだつの町並み見学コース 

（女性委員会担当） 

   美濃和紙の里会館(館内見学、紙漉き体験)→美濃

うだつの町並み(旧今井家住宅) 

D 班 関市の歴史ある町並みと空き家活用見学コース 

   せきテラス → 春日神社 → 古民家あいせき、本

町べース → 善光寺 

○活動報告、懇親会 （青年建築士協議会と共催） 

   会場：みの観光ホテル（美濃市松森 333-1） 

○宿泊、座談会 

   ホテルルートイン関（関市西本郷通 4 丁目 3－30） 

  

【２日目】 

○後期定例（岐阜）会議 （ハイブリッド会議） 

会 場：わかくさ・プラザ 総合福祉会館３階会議室（3-

1、3-2） 

     （関市若草通２丁目１番地） 

参加者：対面 34 名 （内岐阜県 13 名）、Weｂ 3 名 合

計 37 名 

○閉会式 

  

 
（↑岐阜県建築士会 女性委員 集合写真） 

 

■後期ブロック 美濃・関大会 

全体報告 
  

報告者：長瀬 八州余 

  

令和 6 年度ブロック美濃・関大会が、２月１５日、１６日

に開催されました。 

岐阜県建築士会で青年建築士協議会と女性建築士協

議会の共催となるのは、平成２２年度（2010 年度）岐阜

県高山大会以来の共催です。 

開会式は会場を「せきてらす」でおこない、分科会はまち

あるきとして、4 コースあり、そのうちの C 分科会を女性

委員会が担当しました。 

まちあるき後、「みの観光ホテル」にて活動報告と懇親

会をおこない、バス移動にて、宿泊の「ホテルルートイン

関」へ向かい、女性建築士協議会は 21:00 から 22：00

まで座談会をおこないました。 

2 日目は、女性建築士協議会単独で「わかくさ・プラザ 

総合福祉会館 会議室」にて後期定例（岐阜）会議を

WEB 併用で開催して、閉会式をおこないました。 

  

今回の大会で変わった事は、いつもは定例会議の中で

おこなっていた年度の活動報告を懇親会前の時間に、

青年の活動報告と一緒に報告することでした。2 日目の

定例会議の中では、質疑の時間を設けるだけなので、
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時間の余裕が少しあったように思います。青年の活動も

少し知ることができました。 

  

来賓として、初めて東海北陸ブロックの後期大会に、連

合会の会長が出席してくださいました。 

 

多くの企業が協賛してくださいました。会場には「クマリ

フト」と「パーミルフォトオフィス」の 2 社がブースを設け

ていました。 

  

2 日間とも、お天気が良く、町歩きには快適でした。 

一つの会場で全てを済ます事ができず、移動の多い大

会になりましたが、参加された方には、美濃・関の町を

楽しんでいただけたならうれしいです。 

大会実行委員の方は、多くの会議を経て、委員の方は

いろいろとお疲れさまでした。 

皆様 ありがとうございました。 

 

【一日目】 

 

 
（↑ 開会式会場 設営の様子） 

 

 
（↑ 控え室 設営の様子） 

 

 

 

（↑ 昼食の様子） 

 

（↑ 昼食お弁当 保冷剤付きで刺身が入っていました） 

 

（↑ クマリフトの記念品の袋は使い勝手が良く、便利に

使っています。） 

 

（↑ 受付の様子。青年と同じ場所で受付をします） 
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（↑ 酒井女性委員会運営委員長 挨拶の様子） 

 

 

（趣旨説明 岩田青年委員会大会実行委員長と高野女

性委員会大会実行委員長） 

  

【二日間】 

 

 

（↑ 会議会場設営の様子） 

 

 
（↑ 会議後の昼食の様子。お弁当は昨日のお弁当と

同じ物でした。） 

１日目：２月１５日（土） 
 

■活動報告会に参加して                 
報告者：伊藤 麻子 

  

活動報告会は懇親会の前に、みの観光ホテル孔雀の

間で行なわれました。 

久しぶりの青年委員会との共同開催ということで、通常

の女性建築士協議会では、会議の際に活動報告があり

ますが、お互いの活動をあまり知らないので、お互いの

活動報告を聞いてみましょうという新たな試みになりまし

た。 

青年の幅広い活動についても聞くことができ、また投票

での評価があり、とても新鮮で刺激の多い時間となりま

した。 

岐阜の青年委員会からは長年続けられた文化講演会

の紹介があり、他県の様々なワークショップの活動が紹

介されました。中でも石川県は青年の絵本製作、女性

の復興住宅の計画が興味深く、能登地震の被災後も地

域のリーダーとして活躍されている姿は感動的でした。 

当日の開会式において、石黒会長が「地域貢献ができ

るのは、青年、女性、まちづくりの 3 委員会である。」と

いうお話をされていたのが印象的で、やはりこれらの活

動を知り、自らに活かしていくことは大切なことだと感じ

ました。 

 

 
（↑ 青年の各県の活動報告後、各県の女性委員会の

報告の前に酒井運営委員長より、ブロックでの簡単な

説明がありました。） 

 

 

 



 

 24

 
（↑ 岐阜県 発表の様子） 

 

 

■懇親会に参加して 
  

報告者：井之口 洋子 

  

今回のブロック大会は久しぶりの青年との合同開催でし

た。 

女性委員は 30 名の参加でしたがテーブルは A から Q

まであり、その内の 13 テーブルほどに分かれて着席し

ました。 

１つのテーブルに 2～3 名の女性委員がいましたので、

それほど緊張せずに参加できました。 

最初に挨拶と乾杯があり、岐阜県建築士会の副会長で

ある小林教子さんが音頭を取ってくださいました。 

今回は多くの来賓の方が参加してくださり、特に(公社)

建築士会連合会の古谷会長の参加はなかなか稀なこと

のようでした。 

そして、次の日の青年の分科会の講師の方までも参加

してくださいました。 

全国のブロックからの来賓も出席されて、とても賑やか

な懇親会となりました。 

  

懇親会の途中で、各県の地酒が紹介され利き酒エリア

がとても賑わいました。 

そして、各県のお菓子のお土産もありまして、私は北海

道の北菓楼のはまなすの恋を頂きました。とてもおいし

いチョコレートのお菓子でした。 

また、来年度のブロック研修会の開催県である三重大

会の紹介も行われました。 

来年度は青年と女性は別々での開催とのことでしたが

女性委員会では分科会が 3 つ紹介があり、選ぶのに迷

いそうなものばかりでした。 

懇親会では伊賀牛を頂けるとのことで、とても楽しみに

なりました。 

盛り上がっている中での閉会となりましたが、テーブル

内では隣同士話が盛り上がりとても楽しい懇親会となり

ました。 

 

 

（岐阜県建築士会 小林副会長 乾杯の挨拶の様子） 

 

 

（↑ 懇親会の様子） 

 

 
（↑ 来年度の大会の説明をする三重県女性委員たち） 
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■座談会 報告 
報告者：桂川 麻里 

  

座談会は１日目に会議がある時は話し足りなかったこ

と、２日目に会議がある時は会議の本題とは別に聞い

ておきたいことがある時用に、コロナの関係等で出来な

い年もありましたが、開催できる時は、懇親会の後に行

なわれています。 

 今年は場所の確保が難しかったですが、１時間でもお

話し出来ればという、他県からの要望で、ホテルのレス

トランを１時間だけ利用しました。すぐ始められるよう

に、開会式の前から飲み物のオーダーを取ったり、おつ

まみは事前に簡単につまめるものを注文し、スムーズ

に始められるように工夫しました。 

 私は懇親会会場の片付けや忘れ物等を確認する係で

したので途中参加となりましたが、皆さん楽しそうにお話

ししていました。 

いつも、宿泊所の和室を借りての輪になる座談会では

なかったので、全員でお話をするということは難しい状

態でしたが、重要なことはお話し出来ているようでした。 

また、今回は青年と一緒の懇親会なので女性だけでお

話しするのも難しいところでしたので、無理しても座談会

を企画して良かったと思いました。 

 また、ホテルの周りに遅くまで開店している居酒屋さん

がないということで、協賛して頂き、更に今回の大会の

お手伝いもして頂けたのに２次会に行けずにいた男性

の方も誘えて、皆さんとわきあいあいとして頂けて良か

ったです。 

 時間や、場所の確保が難しい座談会ですが次回から

も各県の方々にも準備して頂きたいです。 

 

 
（↑ 座談会 酒井運営委員長挨拶の様子） 

 

■分科会報告 
日 時：令和７年２月１５日（土） 

  

○ブロック事業発表 

     <分科会(まちあるき)>   13:20～16:20(180 分) 

A 分科会  小・ 中規模木造見学コース 

   morinos (モリノス) → 森林文化アカデミー 

B 分科会  うだつの町並みとまちごと活用見学コース 

   美濃うだつの町並み(小坂酒造、旧今井家住宅) 

   → WASITAMINO、NIPPONIA 美濃、Washi-nary 

C 分科会  美濃和紙と うだつの町並み見学コース（女

性委員会担当） 

   美濃和紙の里会館(館内見学、紙漉き体験)→美濃

うだつの町並み(旧今井家住宅) 

D 分科会  関市の歴史ある町並みと空き家活用見学コ

ース 

   せきテラス → 春日神社 → 古民家あいせき、本

町べース → 善光寺 

 

 

A 分科会報告（小・中規模木造見学コース）  

報告者：大上 さおり 

 

数日前までの荒天が嘘のようなお天気のブロック会初

日、分科会Ａ班小・中規模木造見学コースに参加させて

いただきました。 

スタートは「森林総合教育センターmorinos【モリノス】」。

土曜日ということもあり、morinos 広場ではたくさんの家

族連れが思い思いに森を楽しんでいました。 

morinos の建物は、森林文化アカデミーのワークショッ

プから生まれたそうで、学生さんの２案を建築家・隈研

吾さんが講評しながら、それぞれの良いところを取り入

れた第３の案をつくり、それが素案になっているとのこと

でした。 

象徴的なＶ字の丸太柱が印象的ですが、この柱に使わ

れている丸太はすべてアカデミーの演習林から学生た

ちが切り出したもの。森の命をいただいて建物に引き継

ぐという体験ができる。なんて素敵な授業でしょう。 

ガラスの面が多く、エネルギー消費が気になるところで

すが、35mm のトリプルガラスで断熱性を高めておりガ

ラス以外の壁の断熱性能も高めることで夏冬通して快

適であるとともに、昼間は照明がいらないほど明るいそ

うです。 

室内の床は岐阜県産のスギ材を使用した圧密フローリ
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ング。杉というと柔らかいイメージですが、およそ半分の

厚さまで圧縮することで、フローリングによく使われるナ

ラ材と同等の硬さになっているとのこと。 

屋外のデッキも岐阜県産のスギ材を使用。表面だけを

加工して美しい木目を残しながら、耐摩耗性を高めてあ

ります。屋根はかかっていますが、雨がかかるため、井

桁に組んで裏側からくぎを打ち、表面に金物が出ないよ

う工夫されています。 

その他にも、エントランスを入ると目に飛び込んでくる十

二単のような美しい左官壁は、森林文化アカデミー客員

教授、左官職人の挾土秀平さんの作品。アカデミーの

学生さんが挾土さんの指導の下に塗っている層もある

そうです。 

引っ掻いて削れても下から次の層が出てくるという正に

十二単になっており、傷ついてもそれが新しい表情にな

るため補修いらず。悪意を持って傷つけるのは NG だけ

ど、子供にもどんどん触ってほしい、とおっしゃっていま

した。 

ひとしきり morinos を楽しんだ後は、アカデミーの松井

先生の地域材を使った木造設計グループと同じくアカデ

ミーの小原先生のマニアック構造グループの２グループ

に分かれてアカデミー内を案内していただきました。 

私は木造設計グループに参加。木材加工の授業やアカ

デミーの施設を覘かせていただきながら、歴代のアカデ

ミーの学生さんたちが自力建設した建物を案内していた

だきました。 

アカデミーの学生さんはほとんどが建築以外の分野か

ら飛び込んできた人たちとのことですが、入学してすぐ

に自力建築の設計に取り掛かり、構造などの授業が後

から追っかける形でカリキュラムが進むそうです。 

自力建築は、毎年学内でアンケートを取って決めた、こ

んな建物があったらいいな、という小さな建物を設計か

ら施工まで学生さんが行うものです。刻みも学生さんの

手加工。今年の自力建築は屋外階段で、部材が多いた

め、完成の直前まで刻んで刻んで刻みまくりました！と

語ってくれたのは木造建築専攻、前職が有名料亭のウ

エディングプランナーだったという学生さんでした。 

木造建専攻では、卒業した先輩方が建てた建物の補修

や改修も行っており、木の経年変化や、劣化の条件な

どを、身をもって体験できるため、木の得手も不得手も

実体験で理解した技術者になれるのが強みだと先生は

おっしゃっていました。 

この分科会に参加して感じたのは、森林文化アカデミー

は先生がアツい！ということ。そして、森が、木が、木造

建築が大好きだということ。前日までの雪でぬかるんだ

演習林をのしのしと歩く歩く！あの熱量でなされる授業

を受けられたらさぞかし楽しいだろうと、学生さんたちを

羨ましく思うとともに、この環境から多くの匠たちが生ま

れ、地域の木造建築を盛り上げて欲しいと心から思いま

した。 

  

 
（↑ 森林総合教育センターmorinos【モリノス】） 

 

 
（↑ デッキの施工方法に興味津々の参加者） 

 

 
（↑ 美しい左官壁は挾土秀平さんの手によるもの） 
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（↑ 北川原温氏の設計による「森の工房」樹状トラスが

圧巻です） 

 

 
（↑ アカデミー内に点在する自力建築した建物たち） 

 

 
（↑ 今年の自力建築の屋外階段と棟梁を務めた学生

さん） 

 

  

B 分科会報告 

（うだつの町並みとまちごと活用見

学ｺｰｽ） 

報告者：田口 里恵 

 

  

小坂酒造(国重要文化財) 

最初に小坂酒造に案内して頂き屋根に火災から守る為

に独特のうだつつくりの屋根がどっしりと今も酒屋の風

情を残し営業していました。 

この日は蔵開きが行われていて中にお客様がいらして

ました。 

今回は中に入ることが出来なく大変残念した。 
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旧今井家住宅(市指定文化財) 

江戸時代中期に建てられ美濃市で最も古いうだつが上

がる庄屋兼和紙問屋の町家 

商いを営んでいた帳場や明り取りを見ることができま

す。 
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NIPPONA 美濃 

  

築 90 年を超える和紙原料問屋の別邸を改装した宿泊

施設３棟の中 1 棟を見学せて頂けました。 

数寄屋造りのこだわりのお部屋で見学させて頂いた棟

は茶室だったようで、 

 

和紙があしらわれてとてもゆっくりできそうな空間です。 
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C分科会報告 

 （美濃和紙とうだつの町並み見学コース） 

報告者：小林 教子 

C 班は、美濃和紙開館から美濃市今井家を巡るコース

です。 

B 班の方々とバスをシェアして出発、美濃市で B コース

をめぐる方々を降ろした後、美濃和紙会館へ向かいまし

た。 

 

 
（↑ B 班の下車後、バスの中で説明を受ける） 

  

到着後、会館前で記念写真（証拠写真）を撮影後入館し

ました。地下に行き、説明を受けたのち美濃和紙の紙漉

き体験をしました。３組に分かれ、さらに半分ずつ体験

を進めましたが、皆さんほとんど紙漉き初体験のようで

したので、希望者はキットに合わせてモミジを散らしたり

し、大変好評のようでした。待っている方々はその間、

売店をのぞいたり、展示を鑑賞しておられましたが、期

間展示の和紙のドレスで、「映え」写真を撮られた方もい

たようです。 

 

 

（↑ 紙すきの様子） 

漉いた和紙は乾燥に時間がかかるので、井之口さんが

受け取り、懇親会時に皆さんに手渡されました。 

  

時間的には１時間弱滞在し、その後美濃市に向かいま

した。 

美濃市では、２班に分かれそれぞれ街角案内人の方々

の案内で、まちの反対側からめぐりました。美濃市の歴

史から、火災を防ぐ「うだつ」を設けることに至った話を

案内人から聞きながら、街の雰囲気を味わい、今井家

へ到着。岡田さんが入館の手配を済ませ、スムーズに

見学に入れました。 

最初に水琴窟の音を聞き（案内人の話によれば、日本

一良い音とのこと）、奥の蔵で美濃和紙やうだつの構造

やその変遷、「にわか」の話などを聞き、屋敷の内部を

見学しました。ちょうど雛人形も飾ってあり、昔の商家の

雰囲気を味わうことができたのではないでしょうか。 

今井家を出てから、ポケットパークに飾ってあるあかり

アートの作品を横目にバスへと戻りました。１時間ほど

の時間での見学でしたので、ぜひもう一度ゆっくりと地

域の味も含め、美濃市に来ていただけるとよいと思いま

した。 

帰りもＢ班とバスを乗り合わせて懇親会場へ戻りまし

た。 

Ｃ班は手順を確認済みでしたので、時間通り混乱もなく

終えられたようです。 

 

 
（↑ バス駐車場でボランティアガイドさん（宮西さん）か

ら簡単な説明を受ける） 
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（↑ 町並み見学の様子） 

 
（↑ 今井家 庭の見学） 

 
（↑ 今井家内部とおひな様） 

 

（↑ 集合写真） 

 

 D 分科会報告 

（関市の歴史ある町並みと空き家   

活用見学コース） 

報告者：田中 佐企 

  

今回、関まちあるきコースを選んだ理由は、他３コース

はこれまでに体験したことがあったコースだったというこ

とと、平素自分がかつての岐阜城下町エリアで空き家を

活用したまちづくりを業としているため、同じく歴史ある

町並みを持つ関市においての空き家活用事例を学びた

いと思ったからでした。 

  

 

（↑「せきてらす」床下に残る鍛冶場の遺跡） 

  

●古くから刀都として栄えた様子は、出発地点の「せき

てらす」において見られる遺跡からも読み取れ、１３世紀

中頃から紀末には集落が成立し、鍛治の町として機能

している可能性が高いというのには驚きました。また、

江戸時代から変わらない区画割が残る商業町なのは、

城下町だったからですか？と質問したところ、関にはお

城は存在しなかった、とのことでした。 

 

 

しかしながらこれほどまでに栄えたのは、かつて物資が
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飛騨川から運搬されていた時代、上図（赤い枠線）の激

流の難所を避けて内地を通り長良川へ渡り下流へと運

ばれていたとのことで、関市はその中継地点であったか

らだとのことでした。地形から読み取る町の歴史は大変

興味深いですね。また、関の町は１６世紀中頃には町ご

と新しい場所へ移っているというミステリアスな特徴があ

り、今後新たな発見がされるかもしれないと思うとなん

だかワクワクします。 

  

●奈良の春日大明神を勧請して関鍛冶の守護神とした

と伝えられている春日神社には、かつて年始には刀匠

たちが舞を奉納したという能舞台が残っていました。 

 
（↑鳥居と本殿の中間に位置する能舞台） 

この能舞台では刀匠のみならず、農民たちも還暦の際

には能を舞っていたとのことで、その披露目の際には刀

匠を招待して見ていただいていたそうです。 

 

 

（「昭和二十年八月建立」と刻まれた灯籠↑） 

敷地内に建つ灯籠には、「昭和二十年八月建立」と刻ま

れており、終戦直後にこのような立派な灯籠が建立でき

たのは、戦時中に銃刀の製作を担っていたためだと言

います。近年ではコロナ禍で世界中が巣篭もり状態の

中、包丁が大人気であったという経緯もあり、不景気に

強い町なのだとおっしゃっていました。産業のある町は

強いですね。 

  

●「本町 BASE」は市の所有する空き地に、飲食、物販、

シェアキッチンを備えた創業支援拠点施設です。運営は

関市が行なっており、シェアキッチンの営業許可や食品

衛生管理者の資格などは担当課で担っているそうで

す。まちのプレイヤーとなる起業家を支援することは、ま

ちの活性化にダイレクトにつながり、町にある空き家を

活用した出店にもつながる素晴らしい取り組みだと思い

ました。オープンした３年間での利用者数は 1,556 件、

訪問者数は 84,735 人、イベントは実に 84 回開催されて

いるそうです。この中から何組の起業家が育っていった

のか興味がそそられます。 

  

 
（↑イベント時は敷地内の空地と一体で利用できる） 
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（↑イベント時は敷地内の空地と一体で利用できる） 

 

２日目：２月１６日（日） 
 

1 日目は青年建築士協議会と共催 

２日目 青年とは別会場 

 

日 時：令和７年２月１６日（日） 

【２日目】 

○後期定例（岐阜）会議 （ハイブリッド会議） 

会場：わかくさ・プラザ 総合福祉会館３階会議室（3-1、

3-2） 

    （関市若草通２丁目１番地） 

参加者：対面 34 名 （内岐阜県 13 名） 

    Weｂ 3 名  

    合計 37 名 

○閉会式 

 

 
（↑会議終了後 集合写真） 

 

  

 

会議のお菓子とお茶 

右上のお菓子は美濃市の此の花亭の「うだつが上がり

ますように」という和菓子 

右下のお菓子は関市の孫六煎餅本舗の玉子、小麦粉、

砂糖のみを主原料に手焼きした煎餅 

 

■令和６年度後期定例（岐阜）会議       

報告 

報告者：岡田 利里 

  

令和 6 年度ブロック美濃・関大会 2 日目の 16 日（日）

は、後期定例会議を行いました。岐阜県が幹事県とし

て、会議の運営、進行を行いました。 

参加者は 37 名（うち WEB は 3 名）でした。 

最初は、ハンドマイクの接続が上手くいかず、あたふた

せいで、少々時間が押してしまいましたが、休憩時間で

時間調整を行いました。 

報告事項として、石川県の山田さんから、能登半島地震

と奥能登豪雨の被害の状況などを報告していただきま

した。被害を受け一部が解体されることとなった和倉温

泉の旅館の見学や、女性委員会有志による石川県の

住宅モデルプラン集への参加など、建築士としてできる

ことを色々とされていることに感銘を受けました。 

活動報告については、青年と一緒に開催するのなら、お

互いの活動報告も聞いてみたいということで、前日に各

県の活動報告を行っていました。それはとても良かった

のですが、１日目の活動報告に対する質問を 2 日目の

会議で問われたので、質問が出にくかったように思いま
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す。 

協議事項としては、昨年から長瀬さんが取りまとめてく

ださっていた運営マニュアルは、覚書きが入ったことで

誰が見ても今までの経緯が分かるようになったのこと、

表紙に改定年月日が記入されていることでとても分かり

やすくなったと感じました。 

  

私は、後期会議は 3 度目の出席で、少しずつ他県の人

たちとも顔なじみになってきましたので、年１回お会いで

きるのが楽しみの 1 つでもあります。 

岐阜県からは 13 名の女性委員が出席してくださり、会

場の準備や当日の進行にご協力いただきました。仕事

や家庭のことでお忙しい中、本当にお疲れさまでした。 

 

 

（↑ 会議前の様子） 

  

（↑ オブザーバー参加者席の様子） 

 
（↑ 岡田岐阜県女性委員長 挨拶の様子） 

 
（↑ 酒井運営委員長挨拶の様子） 

  

 
（↑ 来賓 小林岐阜県建築士会副会長 挨拶の様子。

岐阜県で初めての女性副会長です。） 

 

 
（↑ 石川県 被災地報告の様子） 
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■令和６年度 ブロック美濃・関

大会を振り返って 
  

報告者：女性委員会大会実行委員長 髙野 栄子 

  

 私にとって３回目のブロック大会の運営でした、そし

て、はじめての青年協議会と共同での開催でした。 

２年程前から実行委員会を立ち上げ青年委員会のメン

バーと打合せを重ねながら進めていきました。 

みなさん仕事で忙しいなかの準備でなかなか進みませ

んでしたが、青年委員会の方々のイベントの進め方や

委員会としてのまとまりなどを知る良い機会になりまし

た。 

 まず感じたことは何事もゆっくりでした。あと連絡が悪

かったです。細かい所に気が回っていなくてびっくりした

り、ひやひやしたりと、気をもみました。が逆にこちらは

気がつかないところをお願いしたり、会場が遠方のため

会議室の予約やホテルの手配、打合せ、懇親会の段取

りなど、ほとんどお願いすることができて大変助かりまし

た。ゲストのみなさまも青年委員会と一緒に行動できた

のでよかった県もあると思いました。 

 いろいろ細かい所で気になった事がありましたが、概

ね大きな失敗もなく上手くいったかなと思っています。 

何度やっても、しまったなと思うことがひとつやふたつあ

ります。なにもかも完璧には出来ないとも思います。参

加人数が多くなるとそれだけ気が回らないことが増え

て、しまったと思うことが増えます。イベントは自分の把

握出来る範囲や人数で行う方がいいのかなと私の個人

的感想です。 

 女性委員会の皆さんは特に細かくお願いすることも無

く、スムーズに大会運営にご協力頂きました。 

皆さんは自分が何をやらなければいけないのかを各自

判断して動いて頂けました。 

ほんとうにありがとうございました。 

 
（↑ 開会式会場前にて） 

第２３回気楽にらくだ会 

日 時：令和 7 年３月 8 日（土）10:50～12:40  
見学場所：coyane こやぁね 

   （岐阜県美濃加茂市太田町 2689－30） 
    美濃加茂市で初のコワーキングスペス 
  参加者：6 名（内女性委員：6 名）  

講 師：ライフオーガナイザーひと宮  
             代表 服部ひとみ 氏 
 《講師紹介》 
 10 代の頃から大好きな「片づけ」を、二児の母であり

ながら仕事にし、起業した元専業主婦。【閃きと変化を

目の前から】を経営理念に掲げ、SDGs を意識した「捨

てるから始めない片づけ」の提案と、自身の「家事も仕

事もそして趣味も諦めない」という生き方が反響を呼び、

現在片づけ事業、講師業、オーナー業、プロデュース業

と多岐に渡って活躍中。多忙な傍らプライベートも謳歌

する生き方は、多くの女性を勇気づけている。 

 

 《プロブラム》 

  10:50       受付 

  11:00～12:00   こやぁねの見学会 

  12:00～12:40   ランチ兼座談会 

  13:00～14:00   定例委員会（2F 多目的スペース） 

 

《建物の説明》 

1 階 フリースペース 

2 階 多目的スペース 

         （グリーンルーム、ブルールーム） 

    サテライトオフィスルーム 

3 階  コワーキングスペース 

 

「気楽にらくだ会」に参加して 

報告者：井之口 洋子 

  

今回の「気楽にらくだ会」は岐阜県で活動中の「ライフオ

ーガナイザーひと宮」代表 服部ひとみさんを講師にお

招きして、美濃加茂市駅前にあるコワーキングスペース

の立ち上げから運営までの道のりを聞かせていただき

ました。 

  

会場のコワーキングスペースとは会員制のスペースの

ことです。セキュリティがしっかりしており、電子錠での

出入りの管理がなされていました。 
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１階のフリースペースで受付を済ませた後は、2 グルー

プに分かれて建物内部を説明しながら案内して頂きまし

た。 

 

 

（↑ 1 階で受付後 服部さんと挨拶の様子） 

  

当初は講師の服部さんの案内で見学の予定でしたが、

隅々まで見て欲しいと言ってくださり、オーナーの安藤さ

んも案内役として来ていただきました。 

おかげで、普段は見られない２階のサテライトオフィスル

ームと３階のコワーキングスペースを見せていただくこと

ができました。 

  

建物は築 50 年くらい経っているとのことでしたが、中は

綺麗にリフォームされていて、随所に色々な工夫がされ

ていました。 

  

私のグループは先ず２階のサテライトオフィスを見学し

ました。 

こちらは県外の方が岐阜県に拠点が作れるように、サ

テライトオフィスとして利用できるようになっていました。 

県外の企業の方が対象とのことで、先月まで富山県の

方が契約されて使われていたそうです。 

一部屋が２つに区切られるようにと考え、間仕切りがし

やすいように小壁の設置があり、最初からエアコンも２

台設置されていたそうです。 

 

 

（↑ 玄関から部屋を見る。左側に水回りがあります。） 

  

（↑ サテライトオフィスルームの様子） 

次に３階のコワーキングスペースの見学です。こちらは

個別スペースになっており、いかにも仕事に集中できそ

うなサイズになっていました。 

見せていただいたのは空きスペースの部分でしたが、

荷物（私物）も置けるという事で監視カメラもしっかり設

置してあり、セキュリティにはとても気を付けていますと

のことでした。 

 

 

（↑ 空き部屋になっている個室の様子） 
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（↑ ３階のコアワーキングスペースの全体の様子。安

藤さんの説明を受ける。 

奥の個室は契約されているので見ることはできませ

ん。） 

  

次に１階のフリースペースです。 

広々とした空間で、１会員につき３名まで入れるという事

で打合せスペースにもなるとのことでした。 

カフェ等で打合せするよりも見知らぬ人に話を聞かれる

こともなく商談ができるそうです。 

こちらには A3 サイズまで連続印刷可能なカラーレーザ

ー複合機があり、会員番号を入れれば書類の打ち出し

もコピーもできるそうです。精算は月一回会費と共にで

きるそうで、仕事がとてもしやすいと感じました。 

また、住所を自宅にしたくない人などにはポスト利用も

できるようになっているそうです。 

会員が持ち寄った本棚スペースもあったりして、こちら

が交流の場になっているという事がよく分かりました。 

 

 
（↑ 1 階 フリースペースの様子） 

 

 

（↑ 1 階 フリースペースの様子） 

 
（↑ 会員が自由に使えるコピー機） 

 
（↑ 水回りの様子） 

 

（↑ 登録すれば、私書箱代わりに使える郵便受け） 

 



 

 38

最後は２階の多目的スペースでした。 

こちらのお部屋に入った時にとても明るいお部屋だなと

感じました。 

手前はグリーンルームと言い、緑のクロスを基調とした

内装で、奥はブルールームと称し、青のクロスが基調に

なっていました。 

コワーキングスペースと言いながらもどの階のお部屋も

白いクロスが貼ってあるような味気ないオフィスっぽい

内装ではなくて、心地よい空間になるようにとクロスを選

んでありました。 

特にこちらはキッズルームとしても使えるようにと計画し

たそうで、中央にある間仕切りは透明ガラスを使用した

仕切になっていて、小さい子供や、お隣のお部屋の様

子が伺えるようになっていました。 

そして普段、スタッフが常駐していないために、どこのス

ペースも監視カメラが設置してありました。ですので、ち

ょっとした着替えをしたり、おむつ替えがしたいなどカメ

ラの前ではちょっとという場合に備えてトイレスペースが

どの階も広めに作られていました。 

  

 

（↑ 2 階 多目的スペース グリーンルーム。午後から

定例委員会で使用しました。） 

 

（↑ 2 階 多目的スペース ブルールーム。注文してい

たお弁当がおいてありました。） 

 

（↑ 2 階 WC 着替えができる広さです。） 

  

また清掃スタッフが入るので、いつも清潔な空間が保た

れているそうです。 

多目的スペースで立ち上げの経緯を聞かせていただき

ました。 

2016 年に悩みが同じ仲間が、やりたいことを一つ屋根

の下でやろうと立ち上がったそうです。 

当初は女性５人。女性のための起業支援事業から始ま

り、コミュニティとコワーキングスペースの両立を目指し

ていました。 

2016 年はパンデミックの２年前。その頃からテレワーク

等に目をつけていたとは驚きでした。 

  

事業の目的：空間のシェアと経営の勉強 

ルール：オーナーは５名でオーナーも会員となる 

    月 1 回オーナー会の開催とオーナーの卒業制度 

この卒業制度は、目的が経営の勉強であることから独

立できるようになったら外へ羽ばたいていこう=卒業だそ

うです。 

立ち上げた後に課題も出てきて、コワーキングスペース

を使うのに男性からの問い合わせが多くなったこと、会

員の継続が難しいこと、使い勝手の悪さ等があったそう

です。 

最初にテレワーク補助金を使って 2，3 階をリフォーム

し、その後に地方創生補の補助金でサテライトオフィス

と 1 階のリフォームを行ったそうです。 

リフォームには今回の講師であるライフオーガナイザー

の服部さんが空間の使い方などを計画し、内装の指示

等も合わせて関わっていき、補助金制度を使うのには

行政に詳しい他のメンバーが関わり、建物を使うのに必

要なシステムを構築するのに IT 関係に強いメンバーが

関わるなど、メンバーが得意分野を活かして力を合わせ

た結果が今に至るとのことでした。 
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会員同士のコミュニティが活発になるようにと年に 2 回

交流会も行うようにして、会員の継続率も上がったそう

です。 

知識を持っているだけでなく、それを活かして次へつな

げる場があること、そのメンバーがそろっていたことが成

功のカギのようでした。 

今もオーナーは 5 人で、女性 2 名・男性 3 名となって運

営しているそうです。 

  

見学に思ったよりも時間を取ったのでお弁当を食べなが

ら座談会形式で講師の服部さんのお話を聞かせていた

だきました。 

途中で、皆が感想を言ったり、質問をしながら、ゆっくり

とお話ができました。 

 

 
（↑ お弁当を食べながらの交流の様子） 

  

この「気楽にらくだ会」の後に女性委員会の例会をこち

らの多目的スペースで行ったのですが、丁度よいお部

屋の大きさで Wi-Fi 完備（当たり前ですが）テレビ画面も

あって Web 会議がしやすいねとの声が上がりました。 

 

 
（↑ 定例委員会の様子） 

  

お近くの方でご利用したい方は会員以外でも時間貸し

切りの利用ができるそうです。 

是非こちらへご連絡してみてください。→URL：

https://coyane.com/ 

  

 

 

 

 

編 集 後 記 

５４号をお届けします。 

４月の発行ということで、マークは桜を使用しました。 

 

令和６年度後期（１０月～３月）の報告となっています。  

 

皆様からの投稿はいつでもお待ちしております。 

また、編集参加、問い合わせ、ご意見・投稿・新企画な

どがございましたら、下記へお寄せください。 

 編集委員（長瀬） 

 

公益社団法人 岐阜県建築士会 

岐阜市藪田南５丁目１４番地１２号 

     岐阜県シンクタンク庁舎４階 

TEL 058-215-9361  FAX 058-215-9367  

http://www.gifukenchikushikai.or.jp/ 
E メールアドレス kensi578@juno.ocn.ne.jp 

※ 女性委員会担当まで宜しくお願い致します 
 
 

 


